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【研究成果の概要】 （ 文 字 の 大 き さ 9 ポ イ ン ト ・ 字 数 800 字 ～ 1600 字 程 度 ）  
 

 本 研 究 は 、 近年 の いじ め 問 題 を め ぐる 議 論に 鑑 み 、 法 的 観点 か ら進 め ら れ た 研 究で あ る。 と

く に 大 津 市 の いじ め 自殺 事 件 後 議 論 され て いる 最 新 の 問 題 状況 に つい て 重 点 的 に 検討 さ れた 。

具 体 的 に は （ １） い じめ 調 査 と 第 三 者調 査 委員 会 、（ ２ ） い じめ と 警察 の 介 入 、（ ３ ）い じ め自

殺 と 損 害 賠 償 論 、（ ４ ）い じ め 防 止 法 の構 想 、を 中 心 に 検 討 がお こ なわ れ た 。  

 

 研 究 と し て 、研 究 代表 及 び 分 担 者 の個 人 研究 を ベ ー ス に した 上 で、 研 究 会 を ２ 回実 施 した 。  

① 「 い じ め 防 止対 策 推進 法 の 検 討 」  

 2013 年 12 月 19 日 、 報 告 者 安 原 陽 平特 任 講師  

② 「 い じ め 自 殺事 件 判決 の 民 法 的 検 討」  

 2014 年 1 月 30 日 、 報 告 者 佐 藤 雄 一 郎准 教 授  

  

ま た 資 料 収 集 及び ド イツ の 研 究 者 と の意 見 交換 の た め 、ド イツ で の 調査 研 究（ 2014 年 2 月 25

日 ～ 3 月 16 日 、 安 原 陽 平 特 任 講 師 に よる 出 張） を 実 施 し た 。  

 

 研 究 会 ① 「 いじ め 防止 対 策 推 進 法 の検 討 」で は 、 主 と し て（ １ ）い じ め 調 査 と 第三 者 調査 委

員 会 、（ ２ ）い じ め と 警察 の 介 入 、（ ４）い じ め防 止 法 の 構 想 に関 わ る問 題 を 扱 っ た。報 告 では、

2013 年 に 施 行・策 定 され た い じ め 防 止対 策 推進 法 な ら び に いじ め 防止 等 の た め の 基本 的 な方 針

に は 現 在 ま で のい じ めに 関 す る 議 論 が反 映 され て お り 、 と りわ け いじ め の 兆 候 か ら対 処 すべ き

と い う 考 え 方 、警 察 と の連 携 、第 三 者 機関 と の 連携 な ど が 盛 り 込ま れ てい る こ と が 紹 介さ れ た 。

そ し て 、 教 育 行政 の 考え る 対 応 と 弁 護士 ・ 研究 者 の 考 え る 対応 が 併存 し て お り 、 多様 な 解釈 が

可 能 に な っ て いる こ とが 指 摘 さ れ 、 子ど も の教 育 を 受 け る 権利 に 資す る よ う な 運 用が な され る

べ き で あ る こ とが 主 張さ れ た 。 本 報 告に つ いて は 、 宿 谷 晃 弘准 教 授が 代 表 を 務 め る共 生 と修 復

研 究 会 の 発 行 する 「 共生 と 修 復 第 4 号 」 に 研究 成 果 と し て 公表 す る予 定 で あ る 。  

 研 究 会 ② 「 いじ め 自殺 事 件 判 決 の 民法 的 検討 」 は 、 主 と して （ ３） い じ め 自 殺 と損 害 賠償 論

に 関 わ る 問 題 を扱 っ た。 こ れ ま で の いじ め 自殺 事 件 判 決 を 民法 学 の視 点 か ら 考 察 した 報 告で あ

り 、 と り わ け 民法 上 の損 害 賠 償 請 求 と国 家 賠償 法 上 の 損 害 賠償 請 求の 構 造 の 対 比 、学 校 事故 と

医 療 過 誤 の 対 比を 用 いな が ら 検 討 が 行わ れ た。 コ メ ン テ ー ター と して 、 斎 藤 一 久 准教 授 が、 い

じ め 自 殺 事 件 を含 む 学校 事 故 に お け る国 家 賠償 法 と 民 法 上 の不 法 行為 の 交 差 を 中 心に 意 見を 述

べ た 。  

 ド イ ツ で の 調査 研 究で は 、 ド イ ツ との 比 較を 通 し て 、 日 本の 議 論状 況 に 新 し い 視点 を 提供 す

る た め の 調 査 研究 を 行っ た 。 安 原 陽 平特 任 講師 に よ り 、 ボ ン大 学 なら び に ゲ ッ テ ィン ゲ ン大 学

の 図 書 館 で 資 料収 集 が行 わ れ る と と もに 、 ドイ ツ の 憲 法 学 研究 者 およ び 教 育 法 学 研究 者 とい じ

め 問 題 や 教 育 制度 な どに つ い て 意 見 交換 が 行わ れ た 。  



研究成果発表方法 
[発 表 論 文 名 （ 口 頭 発 表 を 含 む ）， 氏 名 ， 学 会 誌 等 名 （ 投 稿 中 ・ 投 稿 予 定 ・ 執 筆 中 ） を 記 入 す る 。 ] 

※ 本 経 費 を 用 い て 、 報 告 書 （ 冊 子 等 ） を 作 成 し た 場 合 に は 、 本 様 式 と と も に 1 部 を 提 出 す る こ と 。  

な お 、 提 出 さ れ た 報 告 書 は 教 育 実 践 研 究 推 進 本 部 を 通 じ て 附 属 図 書 館 へ 寄 贈 す る 。  

 

 安 原 陽 平 「 いじ め 防止 対 策 推 進 法 の検 討 」共 生 と 修 復 第 4 号 に 投稿 予 定  

 

 

 
 
 


